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研究主題 

社会の課題を把握し、その解決に向けて、社会的な事象を 
多面的・多角的に考察しながら議論する力を育むための 

授業改善と学習評価の充実 
～「地理総合」・「歴史総合」・「公共」を見据えて～ 

Ⅰ 研究主題設定の理由                              

教育研究員高校部会の全体テーマである「これからの社会を主体的・創造的に生き抜くため

に必要な『資質・能力』の育成に向けた授業改善と学習評価の充実について」を踏まえ、高等

学校学習指導要領地理歴史、公民（平成 30年３月）及び先行研究を基に、今年度の研究主題を

検討した。 

主題設定に当たり、これからの社会を主体的・創造的に生き抜くために必要な資質・能力に

ついて、次のように整理した。 

 

 

 

 

 

 

 また、「幼稚園・小学校・中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必

要な方策等について（答申）」（平成 28年 12月 21日）（以下、「答申」と表記。）において、

資料から読み取った情報を基にして社会的事象の特色や意味などについて比較したり関連付け

たり多面的・多角的に考察したりして表現する力の育成が不十分であることが指摘されている

ことから、現状と課題について、以下のとおり整理した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上のことから、本部会では「議論する力」に着目し、「社会の課題を把握し、その解決に向

けて、社会的な事象を多面的・多角的に考察しながら議論する力を育むための授業改善と学習

評価の充実～「地理総合」・「歴史総合」・「公共」を見据えて～」と研究主題を設定した。 

【現状】 

１ 複数の資料から必要な情報を読み取り、比較したり関連付けたり、多面的・多角的に考察する力の育成が十分では 

ない。 

２ 社会に見られる課題を把握し、解決に向けて構想する力、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらを基

に議論したりする力の育成が十分ではない。 

３ 説明したり議論したりする学習活動の評価が十分ではない。 

【課題】 

１ 様々な種類の資料を活用し、複数の情報を見比べたり結び付けたりする学習活動を取り入れる必要がある。 

２ 多面的・多角的に考察したことや構想したことを効果的に説明したり、それらを基に議論したりする学習活動を取

り入れる必要がある。 

３ 考察したことや構想したことについて、根拠をもって説明したり、それらを基に議論したりする学習活動の評価を

適正に行う必要がある。 

１ 現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開、選択・判断の手掛かりとなる概念や理論、現代の諸課題につ

いて理解するとともに、調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能 

２ 地理や歴史、現代の諸課題に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を考察する力や、社会に見られる課題を

把握して、その解決に向けて構想する力、考察、構想したことを説明する力とともに、それらを基に議論する力 

３ よりよい社会の実現を視野に、課題を主体的に解決したり、合意形成を図ろうとしたりする態度を養うとともに、

多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚、他国や他国の文化を尊重することの

大切さや、人間としての在り方生き方についての自覚 
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Ⅱ 研究の視点                                   

１ 社会的な事象に関する「問い」に対して、複数資料により多面的・多角的に考察する力の

育成 

 答申では、「問い」を設定し、諸資料等を基にした多面的・多角的な考察、合意形成や社会参

画を視野に入れながらの議論等を通して、社会的事象等の特色や意味、理論などを含めた社会

の中で汎用的に使うことのできる概念等に関わる知識を獲得するように学習を設計することの

重要性が示された。そのため、本研究では、多面的・多角的に考察するために、科目及び分野

の特質に根ざした追究の視点を生かした、社会的事象に対する「問い」の設定、並びに複数の

資料を教材に使用することとした。 

 

２ 考察、構想したことを効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力の育成 

 高等学校学習指導要領地理歴史（平成 30年３月）では考察・構想したことを効果的に説明し

たり、それらを基に議論したりする力を養うことが示され、公民（平成 30年３月）では、合意

形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論する力を養うことが示されている。そ

のために、考察、構想したことを説明したり、それらを基に議論したりする学習活動を充実さ

せることとした。 

 

３ 多面的・多角的に考察する力や議論する力を見取る学習評価の導入 

 高等学校学習指導要領（平成 30年３月）では、教育課程の実施と学習評価として、主体的・

対話的で深い学びの実現に向けた授業改善と学習評価の充実が求められている。また、答申の

補足資料において、多様な評価方法の例として、ルーブリック1が示されていることから、本研

究ではルーブリック評価表を用いて、上記１及び２の視点で育成した力を評価することとした。 

 

Ⅲ 研究仮説                                   

仮説１ 設定された課題に関する複数の資料から必要な情報を読み取り、比較したり関連付け 

たりする学習活動を取り入れることで、多面的・多角的に考察する力を身に付けさせ 

ることができる。 

仮説２ 現代の諸課題に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連について考察したこと、

社会に見られる課題の把握とその解決に向けて構想したことを説明したり、それらを

基に議論したりする学習活動を取り入れることで、資料等を適切に用いて論理的に示

したり、根拠に基づいて自分の意見や考え方を伝え合ったり、自分の意見及び考え方

を発展させたりするなど、合意形成を図る力を身に付けさせることができる。 

仮説３ 説明したり議論したりする力のルーブリック評価表を作成し、教員と生徒とが共有す

ることで、教員の指導改善と生徒の学習改善につなげることができる。 

 

                            
1 成功の度合いを示す数レベル程度の尺度と、それぞれのレベルに対応するパフォーマンスの特徴を示した記述語（評価

規準）からなる評価基準表 
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Ⅳ 研究方法                                    

本研究の仮説を検証するために、次のとおり学習活動を設定し、授業改善と学習評価の充実

を図り、成果と課題をまとめる。 

１ 具体的方策 

(1) 「問い」に関連した複数の資料から必要な情報を読み取り、ワークシートに空間的な広

がりや時期、推移及び政治、経済などに着目してまとめるとともに、それらを比較したり

関連付けたりすることで、多面的・多角的に考察する。 

(2) 根拠や理由を踏まえ、考察したことについて説明したり、それらを基に議論したりする

活動を行う。 

(3)  ルーブリック評価表に基づき、自己評価を行うとともに、ワークシートの記述内容を基

に教員による評価を行う。 

２ 検証方法 

   仮説を検証するため、単元指導の中で生徒がどのように変容したかを比較し、分析を行う。 

(1) 複数資料を読み取り、空間的な広がりや時期、推移及び政治、経済などに着目して記述

したワークシートの記載内容を分析する。 

(2) グループワークを行い、他者の意見を踏まえて新たに考察したワークシートの記載内容

を分析する。 

(3) 生徒にルーブリック評価表を提示し、生徒が行った自己評価について分析する。 

 

３ 本研究における思考・判断・表現のルーブリック評価表 

表１ 本研究で使用したルーブリック評価表 

 Ａ（十分満足できる） Ｂ（概ね満足できる） Ｃ（努力を要する） Ｄ（改善を要する） 

思考・判

断・表現 

多面的・多角的に考察、構

想したことを、資料等を

適切に用いて論理的に示

すとともに、根拠に基づ

いて自分の意見や考え方

を伝え合い、自分や他者

の意見や考え方を発展さ

せ、合意形成を図ろうと

している。 

考察、構想したことを、資

料等を適切に用いて論理

的に示すとともに、根拠

に基づいて自分の意見や

考え方を伝え合い、自分

や他者の意見や考え方を

発展させている。 

考察、構想したことを、資

料等を適切に用いて論理

的に示すことができてい

る。 

考察、構想したこと

を、資料等を適切に用

いて論理的に示すこ

とができていない。 

※ 各評価の違いを下線で示している。 

本ルーブリックを使用した実践を踏まえ、次のように修正すべきであると考えた。詳細に

ついては、P14「今後の課題」にて述べる。 

 Ａ（十分満足できる） Ｂ（概ね満足できる） Ｃ（努力を要する） Ｄ（改善を要する） 

思考・判

断・表現 

多面的・多角的に考察し、

資料等根拠に基づき総合

的に関連付けて主張して

いる。議論では他者の考

えを受け入れて自分の意

見や考え方を発展させ合

意形成を図ることができ

ている。 

多面的・多角的に考察し、

資料等根拠に基づいて主

張している。議論では進

んで自分の意見を表現し

て、また他者の考えを受

け止めてまとめている。 

政治、経済、文化などのい

ずれかについて資料に基

づき主張している。議論

では課題の解決に向けて

的確に必要な内容を表現

するとともに、他者の考

えを聞いている。 

事実の羅列のみで主

張がない。議論では自

分の考えを表現する

ことが出できず、ま

た、他者の考えを理解

できない。 
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Ⅴ 研究内容                                

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体テーマ 「これからの社会を主体的・創造的に生き抜いていく子供の育成」 

高校部会テーマ 

「これからの社会を主体的・創造的に生き抜くために必要な『資質・能力』の育成に向けた 

授業改善と学習評価の充実 

について」 

仮  説  

１ 設定された課題に関する複数の資料から必要な情報を読み取り、比較したり関連付けたりする学習活動を取り入れ

ることで、多面的・多角的に考察する力を身に付けさせることができる。 

２ 現代の諸課題に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連について考察したこと、社会に見られる課題の解決に

向けて構想したことを説明したり、それらを基に議論したりする学習活動を取り入れることで、資料等を適切に用い

て論理的に示したり、根拠に基づいて自分の意見や考え方を伝え合ったり、自分の意見及び考え方を発展させたりす

るなど、合意形成を図る力を身に付けさせることができる。 

３ 説明したり議論したりする力のルーブリック評価表を作成し、教員と生徒とが共有することで、教員の指導改善と

生徒の学習改善につなげることができる。 

社会の課題を把握し、その解決に向けて、社会的な事象を多面的・多角的に 

考察しながら議論する力を育むための授業改善と学習評価の充実 

～「地理総合」・「歴史総合」・「公共」を見据えて～ 

高校部会テーマにおける現状と課題 

【現状】 

１ 複数の資料から必要な情報を読み取り、比較したり関連付けたり、多面的・多角的に考察する力の育成が十分では 

ない。 

２ 社会に見られる課題を把握し、解決に向けて構想する力、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらを基

に議論したりする力の育成が十分ではない。 

３ 説明したり議論したりする学習活動における生徒のパフォーマンスの評価が十分ではない。 

【課題】 

１ 様々な種類の資料を活用し、複数の情報を見比べたり結び付けたりする学習活動を取り入れる必要がある。 

２ 多面的・多角的に考察したことや構想したことを効果的に説明したり、それらを基に議論したりする学習活動を

取り入れる必要がある。 

３ 考察したことや構想したことについて、根拠をもって説明したり、それらを基に議論したりする学習活動の評価

を行う必要がある。 

               

高等学校地理歴史・公民部会主題 

各教科等における「これからの社会を主体的・創造的に生き抜くために必要な『資質・能力』」 

１ 現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開、選択・判断の手掛かりとなる概念や理論、現代の諸課題につ

いて理解するとともに、調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能 

２ 地理や歴史、現代の諸課題に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を考察する力や、社会に見られる課題を

把握して、その解決に向けて構想する力、考察、構想したことを説明する力とともに、それらを基に議論する力 

３ よりよい社会の実現を視野に、課題を主体的に解決したり、合意形成を図ろうとしたりする態度を養うとともに、

多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚、他国や他国の文化を尊重することの大

切さや、人間としての在り方生き方についての自覚 

研究方法 

〔具体的方策〕 

１ 「問い」に関連した複数の資料から必要な情報を読み取り、ワークシートに空間的な広がりや時期、推移及び政治、

経済などに着目してまとめるとともに、それらを比較したり関連付けたりすることで、多面的・多角的に考察する。 

２ 根拠や理由を踏まえ、考察したことについて説明したり、それらを基に議論したりする活動を行う。 

３  ルーブリック評価表に基づき、自己評価を行うとともに、ワークシートの記述内容を基に教員による評価を行う。 

 
〔検証方法〕 

１ 複数資料を読み取り、空間的な広がりや時期、推移及び政治、経済などに着目して記述したワークシートの記載内

容を分析する。 

２ グループワークを行い、他者の意見を踏まえて新たに考察したワークシートの記載内容を分析する。 

３ 生徒にルーブリック評価表を提示し、生徒が行った自己評価について分析する。 
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１ 実践事例Ⅰ「地理Ａ」 

教科名 地理歴史 科目名 地理Ａ 学年 第１学年 

(1） 単元の目標 

ア 世界の人々の特色ある生活文化を基に、人々の生活文化が、地理的環境から影響を受け

たり、影響を与えたりして多様性をもつことや、地理的環境の変化によって変容すること

などについて理解する。 

イ 世界の人々の生活文化について、その生活文化が見られる場所の特徴や自然及び社会的

条件との関わりなどに着目して、主題を設定し、多様性や変容の要因などを多面的・多角

的に考察し、表現する。 

ウ 生活文化の多様性と国際理解について、よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課

題を主体的に追究しようとする態度を養う。 

(2) 単元名、使用教材（教科書、副教材） 

ア 単元名 アフリカの地誌 

 イ 使用教材 「高等学校 新地理Ａ」（帝国書院）、「新詳高等地図」（帝国書院） 

(3) 単元の評価規準 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 
ウ 主体的に学習に 

取り組む態度 

・世界の人々の特色ある生活
文化を基に、人々の生活文
化が、地理的環境から影響
を受けたり、影響を与えた
りして多様性をもつこと
や、地理的環境の変化によ
って変容することなどに
ついて理解している。 

・世界の人々の生活文化につ
いて、その生活文化が見ら
れる場所の特徴や自然及
び社会的条件との関わり
などに着目して、主題を設
定し、多様性や変容の要因
などを多面的・多角的に考
察し、表現している。 

・生活文化の多様性と国際理
解について、よりよい社会
の実現を視野にそこで見
られる課題を主体的に追
究しようとしている。 

(4) 単元の指導と評価の計画（５時間扱い） 

時
間 

学習活動 
評価の観点 

評価規準 

（評価方法など） 
ア イ ウ 

      

第
１
時 

・アフリカの地形と気候について作図

を通して理解する。 

・単元の問いについて、考察する。 

●   

 

 

・アフリカの地理的な情報を地図に落

とし込んでいる。 

【ワークシートの記述内容】(ア) 

第
２
時 

・アフリカの歴史について概観し、史料

や地図の読み取りを行い、世界との関

わりの中でアフリカを位置付けなが

ら現在への過程を多面的に考察して

理解を深める。 

 

 

 

●  

 

 

・アフリカの歴史について、複数の資

料を用いて多面的に考察し、その過

程や自らの考察を整理して表現し

ている。 

【ワークシートの記述内容】(イ) 

【単元の問い】アフリカは、豊かか貧しいか？ 
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第
３
時 

・カカオをキーワードにしてアフリカ

の農業の特色やプランテーション、モ

ノカルチャーの実態を学び、世界から

見たアフリカ農家の立場について考

察する。 

 ● ● ・アフリカの農業の基本事項と特色に

ついて、多面的な視点から考察し、

理解している。 

【ワークシート】（イ） 

・カカオ農家が抱える課題について主

体的に問題意識をもって取り組ん

でいる。 

【ワークシート】（ウ） 

第
４
時 

・日本の対アフリカ貿易の推移に関す

る資料を読み取り、鉱工業の視点から

アフリカについて理解を深める。 

●   

 

 

・日本の対アフリカ貿易に関する資料

から、アフリカに関心が高まってい

ることを理解している。 

【ワークシート】（ア） 

第
５
時
（
本
時
） 

・本単元での学習を踏まえ、「アフリカ

は、豊かか貧しいか」という問いにつ

いて再度考え、グループで共有する。 

 

 

 

 

 

● ・単元の問いに関する議論を通して、

合意形成を図ろうとしたり、他国や

他国の文化を尊重することの大切

さについての自覚を深めようとし

ている。【ワークシート】（ウ） 

 ※ 評価の観点ウは、全５時間の学習活動全体を通じて評価を行う。 

(5) 本時（全５時間中の５時間目） 

ア 本時の目標 

(ｱ) 単元の問いに関する複数の資料から必要な情報を読み取り、アフリカの特色ある生活 

文化を基に、自他の文化を尊重し国際理解を図ることの重要性について理解する。 

(ｲ) 現代のアフリカについて、他者の考えを基に自分の考えを発展させたり、合意形成を図

るための表現力を身に付ける。 

イ 本時の展開 

時
間 学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価規準・方法 

５分 

 

 

・単元を通して考察してきた「アフリカは、豊

かか貧しいか？」という問いに対する各自の

考えを振り返る。 

 

 

・単元ワークシートを用いて、これまでの自

身の思考の変容を振り返らせる。 

 

40 

分 

・現代アフリカに関する「栄養不足人口」、「識

字率」、「安全な水資源を利用できる人口割

合」の資料を参照しながら、「豊かさ」につい

て考察する。 

・単元の問いに対する自分の意見を、上記三つ

の資料を根拠に再考する。 

・単元の問いに対する結論について、グループ

内での議論を通して合意形成を図る。 

・三つの資料を比較し、アフリカの地域格差を

理解する。 

・左記三つの資料を掲示し、これまでの授業

で考えたことも踏まえ、アフリカの人々の

生活は豊かと言えるのかを、資料に基づき、

多面的・多角的に考えさせる。 

・３～４人のグループに分け、考えを共有さ

せる。 

・ワークシートを用いて、これまでの授業を

振り返らせながら議論させる。 

・三つの資料から、地域格差に一定程度の傾

向があることを読み取らせ、そこには地理

的な要因があることを理解させる。 

・共通シートの内容をグ

ループで共有し、自分の

考えの変化の有無とそ

の理由を、論理的に説明

している。【ワークシー

ト】（イ） 

 

 

５分 

・「アフリカは、豊かか貧しいか？」という単元

の問いに対する最終的な自分の考え及びグ

ループとしての考えを記述する。 

・学習した内容やグループワークで出た意見

を踏まえて、ワークシートに書き込ませる。 

・単元の問いに関する議 

論を通して、合意形成 

を図ろうとしたり、他 

国や他国の文化を尊重 

することの大切さにつ 

いての自覚を深めよう 

としている。【ワーク 

シート】（ウ） 

(6) 本時の振り返り 

ア 仮説１に関する分析 

【単元の問い・本時の問い】アフリカは、豊かか貧しいか。 
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仮説１については、「問い」に関連した栄養不足人口や安全な水資源を利用できる人口割 

合などの複数の資料から情報を読み取り、比較したり関連付けたりする学習活動により、

多面的・多角的に考察する力を身に付けることができているか、単元の途中と単元のまと

め時のワークシートの記述から生徒の変容を分析した。 

生徒Ａ【評価：Ａ】 

この生徒は、単元のまとめの記述において、鉱産資源や産業及び地域的な差異など単元 

で学習した内容を関連付けながら問いに対して多面的・多角的に考察し、自らの考えを記 

述できている。 

  イ 仮説２に関する分析 

仮説２については、現代の諸課題に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連につい

て考察したこと、社会に見られる課題の解決に向けて構想したことを基に説明したり、そ

れらを基に議論したりする学習活動により、資料等を適切に用いて論理的に示したり、根

拠に基づいて自分の意見や考え方を伝え合い、自分の意見及び考え方を発展させたり、合

意形成を図る力を身に付けることができているか、ルーブリック評価表による自己評価を

分析した。 

表２ ルーブリック評価表による自己評価の集計結果 

 Ａ（十分満足できる） Ｂ（概ね満足できる） Ｃ（努力を要する） Ｄ（改善を要する） 

思考・判断・表現 65％ 17.5％ 17.5％ 0％ 

表２から、Ａ・Ｂ評価の生徒が 80%を超えており、多くの生徒が、考え方を発展さ

せたり、合意形成を図る力を身に付けることができた、と自己評価している。 

ウ 仮説３に関する分析 

ルーブリック評価表を教員と生徒とが共有したことにより、教員の指導改善と生徒の学 

習改善につなげることができたか、生徒のワークシートの記述から分析した。 

生徒Ｂ 

   この生徒は、多面的・多角的に考察することは出来ていたが、考察したことを根拠に基

づいて他者へ伝え、合意形成を図ることについては不十分であったと気付くことができ、

学習改善につなげることができた。 

   また、表２から、Ｃ評価の生徒が一定程度いることが把握できた。自己評価の低い生徒

が、なぜそのような評価をしたのか、それぞれのワークシートを分析した結果、「前回欠席

したため課題が理解できなかった」、「伝わる言葉で説明するのが難しかった」などの記述

が見られた。そこで、前時の欠席者へのフォローや、考察したことを他者と意見交換する

学習活動を新たに設定するなど、指導改善を行った。 

単元の途中 
豊かな面も貧しい面もあるから中間な気持ちだけど、レアメタルもすごいから、どちら

かと言うと豊か。 

単元のまとめ 

アフリカ全体の状態を表すのであれば、地域単位の環境を均一にならした状態で考える

必要があるため、現在のアフリカはどちらかと言えば貧しい。有限な資源に頼りすぎず、

今後どう持続させていくかが重要であり、農業が経済の基盤にもなれるよう安定を目指

す必要があると考える。 

自己評価の理由 
みんながすごく詳しくて圧倒された。いろいろと頭では考えているつもりでも、言葉に

することや文章にすることは別のことで、実際に行うのは難しい。 
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２ 実践事例Ⅱ「世界史Ａ」 

教科名 地理歴史 科目名 世界史Ａ 学年 第２学年 

(1) 単元の目標 

ア 18世紀後半以降の欧米の市民革命や国民統合の動向などを基に、立憲体制と国民国家の

形成を理解している。 

イ 国民国家の形成の背景や影響などに着目して、主題を設定し、アジア諸国とその他の国

や地域の動向を比較したり、相互に関連付けたりするなどして、政治変革の特徴、国民国

家の特徴や社会の変容などを多面的・多角的に考察し、表現している。 

ウ 近代化の歴史に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追

究しようとする態度を身に付ける。 

(2) 単元名、使用教材（教科書、副教材） 

 ア 単元名 アメリカ合衆国の膨張 

 イ 使用教材 『高等学校 改訂版 世界史Ａ』（第一学習社） 

(3) 単元の評価規準 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 
ウ 主体的に学習に 

取り組む態度 

・18 世紀後半以降の欧米の市民革命や

国民統合の動向などを基に、立憲体

制と国民国家の形成を理解してい

る。 

・国民国家の形成の背景や影響などに

着目して、主題を設定し、アジア諸

国とその他の国や地域の動向を比較

したり、相互に関連付けたりするな

どして、政治変革の特徴、国民国家

の特徴や社会の変容などを多面的・

多角的に考察し、表現している。 

・近代化と私たちについて，よりよい 

社会の実現を視野に課題を主体的

に追究しようとしている。 

(4) 単元の指導と評価の計画（３時間扱い） 

時
間 

学習活動 
評価の観点 評価規準 

（評価方法など） ア イ ウ 

  

 

    

第
１
時 

・この単元の問いを共有する。また、複

数の資料から読み取ったことを基に、

西部への領土拡大や移民の流入、北部

と南部の対立について理解する。 

※取り上げる資料 

①アメリカ国旗の変遷 

②絵画「アメリカの進歩」 

 

● 

 

 

 

 

・西部の領土拡大の過程と、その過程

の背後には先住民への抑圧があっ

たことなどの知識が身に付いてい

る。【定期考査、小テスト】（ア） 

第
２
時 

・複数の資料から読み取ったことを比

較、関連付けながら、南北戦争や奴隷

解放宣言が出された経緯や、現代のア

メリカ合衆国とのつながりについて

考察する。 

※取り上げる資料 

①リンカンの公開書簡 

②アメリカ合衆国憲法修正第 13 条・第

15 条 

③黒人諸法の解説文 

  

● 

 

 

 

・複数の資料から情報を読み取り、そ

の内容に基づき単元の問いに対す

る自分の考えを文章などで表現し

ている。【ワークシート】（イ） 

 

 

【単元の問い】 南北戦争はどの程度、奴隷を「解放」したと言えるか？ 
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第
３
時(

本
時)

 

・これまで考察した自分の考えをグルー

プで共有し、単元の問い対する考えを

グループで考える。 

  

● 

 

● 

・複数の資料から情報を読み取り、そ

の内容に基づき単元の問いに対す

る自分の考えを文章などで表現し

ている。【ワークシート】（イ） 

・授業での活動に参加し、単元の発問

に自分なりに答えようとしている

とともに、グループで単元への問い

の「最善解」を考えようとしている。

【発問･授業観察】（ウ） 

(5) 本時（全３時間中の３時間目） 

ア 本時の目標 

(ｱ) 複数の資料から読み取れることを基に、「南北戦争はどの程度、奴隷を『解放』したと

言えるか？」という単元の問いへの考えを説明し、文章などで表現している。 

(ｲ) 現代と過去との歴史のつながりに気付き、学習意欲を高め、主体的に学習に取り組んで

いる。 

 イ 本時の展開 

時
間 学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価規準・方法 

３
分 

 

 

・前時で提示した単元の問いを再確認すると

ともに、本時で行う活動の大まかな流れを

理解し、見通しを立てる。 

 

 

・単元を貫く問いや、本時の流れを明示す

ることで、生徒が学習の見通しを立てや

すいようにする。 

 

27 

分 

①前時でまとめた単元の問いへの自分の考え

をペアで共有する。 

 

②他者の考えを知った後に、再度自分の考え

をまとめる。 

 

③個人の考えを持ち寄り、3～4人のグループ

で(1)若しくは(2)のことを行う。 

(1) 「メンバーの意見をまとめて一つの考え

をつくる」、 

(2) 「単元の問いに最も適切に答えられてい

る解答を選ぶ」 

④全体でグループの考えを共有。 

・他者の考えから「良いと思うところ」を

見付けるための活動であると伝える。 

・必ずしも自分の考えを変える必要はない

ことを伝える。また、「他者の考えを参考

に、自分の考えを深める」という行為の

モデルを示す。 

・例えば、(1)と(2)の方法があることを示

し、複数の意見を一つにまとめるモデル

を示す。 

 

・単元の問いには決まった答えがあるわけ

ではないが、資料などに基づいて考える

ことが大切だと伝える。 

・複数の資料から情報を読

み取り、その内容に基づ

き単元への問いに対する

自分の考えを文章などで

表現している。【ワーク

シート】（イ） 

 

・授業での活動に参加

し、単元の問いに自分

なりに答えようとし

ているとともに、グ

ループで考えようと

している。【発問･授業

観察】（ウ） 

10 

分 

・大坂なおみがマスクを着用した理由を問わ

れ、「あなたがたはどんなメッセージを受け

取ったんですか？ポイントは、人々に議論

を始めてほしいということだった。」と答え

たことについて考察する。 

・振り返りシートに記入する。 

・歴史的事象と現代とのつながりを生徒に

意識させるよう工夫する。 

 

 

・ルーブリックに基づく自己評価を行わせ

る。 

 

(6) 本時の振り返り 

ア 仮説１に関する分析 

仮説１については、「問い」に関連した絵画やアメリカ合衆国憲法、リンカンの書簡など

の複数の資料から情報を読み取り、比較したり関連付けたりする学習活動により、多面的・

多角的に考察する力を身に付けることができているか、単元の途中と単元のまとめ時の

ワークシートの記述から生徒の変容を分析した。 

【単元の問い】 南北戦争はどの程度、奴隷を「解放」したと言えるか？ 
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生徒Ｃ【評価：Ａ】 

この生徒は、単元の途中では、合衆国の憲法が修正されたことのみをもって、奴隷解放

がほとんど達成されたと記述していたが、単元のまとめでは、奴隷解放宣言が奴隷解放を

目的として出されたわけではないことや、合衆国憲法が修正され、奴隷制を禁止しても、

州によっては、元黒人奴隷の権利を制限されていたことなど、多面的・多角的に考察し、

自らの考えを深めている。 

イ 仮説２に関する分析 

仮説２については、現代の諸課題に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連につい

て考察したこと、社会に見られる課題の解決に向けて構想したことを基に説明したり、そ

れらを基に議論したりする学習活動により、資料等を適切に用いて論理的に示したり、根

拠に基づいて自分の意見や考え方を伝え合い、自分の意見及び考え方を発展させたり、合

意形成を図る力を身に付けることができているか、ルーブリック評価表による自己評価を

分析した。 

表３ ルーブリック評価表による自己評価の集計結果 

 Ａ（十分満足できる） Ｂ（概ね満足できる） Ｃ（努力を要する） Ｄ（改善を要する） 

思考・判断・表現 27％ 40％ 33％ 0％ 

  表３の結果から、Ａ・Ｂ評価の生徒が 60%を超えており、半数以上の生徒が、考え

方を発展させたり、合意形成を図る力を身に付けることができた、と自己評価して

いる。ワークシートの記述では、「質問を聞いて、その人の意見を取り入れた」など

の感想が見られた。一方で、３分の１の生徒は C 評価をつけており、それらの生徒

の多くは、自らの考えを伝え、他者の意見を聞くことは出来ていたが、あくまで一

方通行であり、双方向の議論や、合意形成や他者の意見を基に自らの考え方を深め

る、というところまでは至らなかった。 

ウ 仮説３に関する分析 

ルーブリック評価表を教員と生徒とが共有したことにより、教員の指導改善と生徒の学 

習改善につなげることができたか、生徒のワークシートの記述から分析した。 

生徒Ｄ 

   この生徒は、考察したことについて説明したり、それらを基に議論したりする活動を行

うことで、他者の考えが自分の考えと異なること、自分の意見や考え方を発展させ、合意

形成を視野に入れた議論をする必要性に気付くことができた。 

さらに、ワークシートの記述に対して「〇〇の資料について考察しよう」、「他者の意見

との共通する部分と異なる部分を整理してみよう」などの改善点を指摘することで、生徒

の学習改善につなげることができた。 

   また、表２の結果から、Ｃ評価の生徒が多くいることが把握できた。ワークシートを分

単元の途中 
奴隷の解放は 99%達成されたと思う。合衆国憲法修正第 13 条で奴隷制が廃止されたか

ら。 

単元のまとめ 
奴隷の解放は60％くらいの達成度であると思う。連邦を救う手段として奴隷解放宣言が出さ

れたこと、元黒人奴隷の権利を制限する州の憲法が存在したことなどを聞いたから。 

自己評価の理由 みんなちょっとずつ意見が違ったので、もう少し考えようと思った。 
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析した結果、資料から読み取った情報の活用方法の指導や、合意形成を目指して議論する

活動などを計画的に単元指導計画に取り入れる必要があることが分かった。 

 

３ 実践事例Ⅲ「政治・経済」 

教科名 公民 科目名 政治・経済 学年 第３学年 

（1） 単元の目標 

  ア 財政の働きと仕組み及び租税などの意義について、現実社会の諸事象を通して理解を

深める。 

  イ 持続可能な財政及び租税の在り方について多面的・多角的に考察、構想し、表現する。 

  ウ 現代日本の政治・経済について、よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体

的に解決しようとする。 

（2） 単元名、使用教材（教科書、副教材） 

  ア 単元名 政府の経済的役割と租税の意義 

  イ 使用教材 『高校政治・経済』（実教出版） 

（3） 単元の評価規準 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 
ウ 主体的に学習に 

取り組む態度 

・財政の働きと仕組み及び租税などの

意義について、現実社会の諸事象を

通して理解を深めている。 

・持続可能な財政及び租税の在り方に

ついて多面的・多角的に考察、構想

し、表現している。 

・現代日本の政治・経済について、

よりよい社会の実現のために現

実社会の諸課題を主体的に解決

しようとしている。 

(4) 単元の指導と評価の計画（２時間扱い） 

時間 学習活動 
評価の観点 評価規準 

（評価方法など） 
ア イ ウ 

 

第１時 

 

 

・政府の経済的役割と租税の意義及び

財政の仕組みについて理解する。 

 

 

● 

 

 

 

  

 

財政政策の意義、日本の財政の課題、租税につい

て理解している。【ワークシート）（ア） 

 

第２時 

・財政健全化のための方策を考える。  ● 

 

● 基礎的財政収支の均衡について考察し、表現し

ている。 

【ワークシート】（イ、ウ） 

(5) 本時（全２時間中の２時間目） 

ア 本時の目標 

(ｱ) 一般会計の歳入と歳出の構成と現在及び将来の公債依存度について理解する。 

(ｲ) 基礎的財政収支の均衡に向けた取り組みを考える。 

  イ 本時の展開 

時
間 学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価規準・方法 

５分 

 

・学習目標と評価規準について確認する。 

・前時の内容を振り返り、基礎的財政収支について確認

する。 

・一般会計の円グラフの読み取り方を理解する。 

 

・学習目標と評価規準を示す。 

 

 

【単元の問い】財政を健全化するためには、どうしたらよいのだろうか？ 

 

【単元の問い】財政を健全化するためには、どうしたらよいのだろうか？ 
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20

分 

 

・令和元年度と２年度の一般会計を比較し歳出、歳入そ

れぞれについて各項目に注目して、割合が高い項目

を読み取る。 

 

・令和２年度の基礎的財政収支を計算する。 

・歳出で社会保障費が増加した理由を考える。 

・歳入で消費税が増加した理由を考える。 

 

・歳入は消費税が最も多いことを気

付かせる。歳出では社会保障関係

費の割合が増加していることを

気付かせる。 

・基礎的財政収支が赤字であること

に気付かせる。 

・基礎的財政収支を均衡を図るため

の方策について考察させる。 

 

 

 

 

・課題の解決に向けて考

察、構想することがで

きている。 

【行動観察、ワーク

シート】（イ） 

 

 

20

分 

 

・グループワークを行い、令和２年度の一般会計の基礎

的財政収支の均衡を図るための方策について考察す

る。 

・グループ内で合意形成を図り、意見を一つにまとめ

る。 

・グループごとに発表し、違う立場での意見を聞いて、

自分の感想を記述する。 

・財務省発行の財政に関わる複数資料を

準備し、歳入と歳出の内訳から、より

具体的に考えさせる。 

・発表のメモを取るよう促す。 

・他者の意見を聞き、均衡策の考察

をさせる。 

・財政に関する課題に 

ついて主体的に解決

しようとしている。

【発表、行動観察】

（ウ） 

 

 

 

５分 

・複数の資料に基づき、自分の考えをまとめ論述する。 

・自分の考えを整理し、根拠をもって記述する。 

・ルーブリックに基づき、自己評価を行う。 

 

・ＯＥＣＤの報告書を提示し、自分の考

えに根拠をもつように促す。 

・ワークシートに論述させ、ポートフォ

リオ評価に生かす。 

・教員評価を付け、授業改善及び生徒の

学習状況の評価としてフィードバック

する。 

・考察、構想したこと

を、根拠をもって説

明している。 

【ワークシート】

（イ） 

(6) 本時の振り返り 

ア 仮説１に関する分析 

仮説１については、「問い」に関連した一般会計などの我が国の財政に関する複数の資

料から情報を読み取り、比較したり関連付けたりする学習活動により、多面的・多角的に

考察する力を身に付けることができているか、単元のまとめ時のワークシートの記述か

ら生徒の変容を分析した。 

生徒Ｅ 

この生徒は、単元の途中では、一般会計の資料から財政赤字であることを読み取り、公

共事業を削減することで歳出を減らせばよい、と考えていたが、その後財務省の別の資料

から、公共事業費の具体的な使途を読み取り、単元のまとめでは、多面的・多角的に考察

し、自らの考えを深めている。 

他の生徒の記述を分析すると、ほとんどの生徒が、一般会計の歳入において、公債金を

除くと消費税が最も多いことに気付くことができ、消費税率の引き上げについても言及

できており、身近な生活に関連させて考察することができていた。一方で、歳出において

社会保障費が最も多くなっている理由として少子高齢化社会について記述している生徒

は多かったが、少子高齢化に伴う給付の増加まで結び付けて考察できている生徒は少数

であった。身近な経験から離れた事象に対しても考察を深めさせるための資料の精選な

どが課題である。 

  イ 仮説２に関する分析 

仮説２については、基礎的財政収支の意味や意義、特色や相互の関連について考察した

単元の途中 財政赤字であるため、公共事業を削減すればよい。 

単元のまとめ 
財務省の資料から、公共事業費には防災や減災に関する予算が含まれていることが分か

り、公共事業費を削減するのは難しいと感じた。 
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こと、社会に見られる課題の把握とその解決に向けて構想したことを説明したり、それら

を基に議論したりする学習活動により、資料等を適切に用いて論理的に示したり、根拠に

基づいて自分の意見や考え方を伝え合い、自分の意見及び考え方を発展させたり、合意形

成を図る力を身に付けることができているか、ルーブリック評価表による自己評価を分析

した。 

表４ ルーブリック評価表による自己評価の集計結果 

 Ａ（十分満足できる） Ｂ（概ね満足できる） Ｃ（努力を要する） Ｄ（改善を要する） 

思考・判断・表現 37％ 37％ 26％ 0％ 

  表４の結果から、Ａ・Ｂ評価の生徒が 70%を超えており、考え方を発展させたり、

合意形成を図る力を身に付けることができた、と自己評価している。ワークシート

の記述では、「年金と医療費を削減して歳出を減らす方策を考えたが、他者の意見

を聞いて、少子高齢化が進展している中で高齢者への負担が大きく、現実的ではな

いと思った」などの感想が見られた。一方で、４分の１の生徒はＣ評価をつけてお

り、考察したことが一面的であったり、他者の意見を基に自らの考え方を深めるこ

とまで至らない、と自己評価している生徒が見られた。 

ウ 仮説３に関する分析 

ルーブリック評価表を教員と生徒とが共有したことにより、教員の指導改善と生徒の学 

習改善につなげることができたか、ワークシートの記述を分析した。 

 自己評価がＣ評価であった生徒のワークシートを分析した結果、複数の資料を比較す

る時間を確保し、内容について協議する場面を増やしていく必要があることが分か

った。 

また、ルーブリック評価表を示すことで、目標が明確になるとともに、教員による評価

結果をフィードバックすることにより、現在の到達段階や改善点が明確になり、生徒の学

習改善につなげることができた。 

 

Ⅵ 研究の成果                               

１ 多面的・多角的に考察する力を身に付けさせること 

 複数の資料から情報を読み取らせる活動によって、新たに獲得した知識と既習の知識を結び

付けて具体的な根拠に基づき考察することができるようになった。事例では代表的な生徒の記

述を取り上げたが、「地図や資料から自分の考えをまとめて発展させることができた」など、他

の多数の生徒でも同じ様な変容が見られ、多面的・多角的な視点から思考を深めることができ

た。 

 

２ 自分の意見を論理的に示し、根拠に基づいて考え方を発展させ、合意形成を図ろうとする

力を身に付けさせること 

 ルーブリック評価表を示すことで、「資料や数字など根拠に基づいて説明することができた」

など、論理的に意見を述べる際に必要な見方・考え方や根拠を意識しながら、自分の言葉で表

現しようとする姿勢が身に付いた。また、全ての実践において「他者の意見を聞き、新しい考



- 14 - 

 

え方や捉え方を学ぶことができた」など、他者との意見交換を通して思考が刺激され、一人一

人の意見が発展している様子が見られた。また、「自分では思い付かなかったことまで考えてい

る他の生徒の意見を聞き、ためになった」など、他者の意見を引き出し、同じ資料に基づく判

断であっても、生徒間で意見や視点が異なることに気付き、異なる考えをどのようにして合意

形成を図っていくのか、議論の必要性を認識できていた。 

 

３ 教員の指導改善と生徒の学習改善につなげること 

 ルーブリック評価表の提示と生徒の自己評価及び振り返り(ワークシート)によって、教員は

生徒の変容・成長を適切に把握し、指導の改善を図ることができ、生徒は自分の意見や考えを

説明する活動において、ルーブリックで求められる力と、生徒自身が自らの意見をまとめ上げ

伝達する過程を比較し、自分自身の到達度と課題を把握し、学習改善につなげることができた。 

生徒Ｆ 

 この生徒は、ルーブリックを照らし合わせて自らの到達度を把握し、Ｂと自己評価した。自

らの意見の理由を、資料から読み取った情報を根拠として説明することが課題であることに気

付き、学習改善につなげることができた。 

  

Ⅶ 今後の課題                               

１ 多面的・多角的に考察する力を身に付けさせること 

 生徒の思考を全て記述させて見取ることはできないため、ペアワークやグループワークの前

後の記述内容を比較するだけでは、多面的・多角的に考察する力が思考力として生徒に身に付

いたのか判断することが難しかった。考察に必要な思考の手順をどのように生徒に示すか、効

果的に考察を見取る手法について研究する必要がある。 

 また、本研究では教員が「問い」を提示したが、生徒自身が「問い」を立て、現代的諸課題

と結び付けて考察を深めるためには、教員の提示した資料のみを問いに答えるための根拠とす

るのではなく、生徒自身が活用可能な資料を集め、それを基に探究する力を育むための手法の

開発と働きかけが必要である。 

 

２ 自分の意見を論理的に示し、根拠に基づいて考え方を発展させ、合意形成に向かおうとす

る力を身に付けること 

議論の前提となる知識の定着や考察が不十分なまま、意見の共有や合意形成のための議論に

移ってしまっているため、根拠に基づいて自分の考えを説明することができなかったり、他者

の意見を受けて自らの考えを発展させたりすることができなかった生徒が見られた。複数の資

料の読み取り、比較したり関連付けたりするための時間を確保したり、他者の意見を活用して

意見をまとめる学習活動を増やしたりする必要がある。 

合意形成において、「単元の問い」が、必ずしも生徒一人一人の学習意欲を高めるための具体

的な問いになっていなかったために、生徒の取組状況に大きな差が見られ、自己評価の違いに

自己評価の理由 
資料から必要な情報は読み取ることができた。自分の意見もしっかり言えたが、理由を

もう少ししっかり説明できるようになりたい。 
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も影響したものと思われる。Ｃ評価をした生徒のワークシートを見ると、「問いの内容が理解で

きず、何をすればよいのか分からなかった」と感じていた生徒が複数見られた。生徒が問いの

内容を理解し、問いの回答に向けて自ら主体的に学習活動に参加し、答えを導き出す必要性を

感じられるような本質的な問いとなるように精査が必要である。さらに、一度の合意で終わる

ことなく、新たな資料や観点を踏まえて更に考察を深めていくために、考察したことを根拠を

もって説明したり、意見を一つにまとめようとしたりする学習の更なる充実と次につながる問

いの設定が課題である。 

 

３ 教員の指導改善と生徒の学習改善につなげること 

 ルーブリック評価表を活用して自己評価を実施したが、ルーブリック評価表の内容が分かり

にくく、生徒が適切に自己評価できていない場面が見られた。具体的には、ルーブリックの基

準の表現があいまいであったり、文が長すぎたりして、分かりにくい基準になっていた。生徒

の感想や自己評価の理由を基に、ルーブリック評価表を改善した（P３）。ルーブリック評価表

を常に見直し、生徒の声を取り入れながら改善する必要がある。また、教員から生徒に一方的

に示すだけでなく、教員と生徒の間でどのようにルーブリック評価表についての共通理解を図

るのかという点に対する研究が必要である。教員による評価を生徒にフィードバックすること

で、生徒の学習状況が改善できるような仕組みを構築できると、生徒の学習状況を基に指導改

善につなげることができ、指導と評価の一体化を図ることができるようになると考えられる。

また、論理的に根拠を示し合意形成を図る活動を、単元のみではなく、年間の指導計画の中に

計画的に取り入れていくカリキュラム・マネジメントの視点を踏まえた指導改善が必要である。 
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